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平成２０年度第１回岐阜県事業評価監視委員会議事概要書

日 時：平成２０年４月２２日（火）
１３：３０～１６：００

場 所：全建総連（４階）中会議室

（三輪技術検査課長）○開会の挨拶

○議事
１ 役員の選出について
（１）委員長の指名

委員の互選により、委員長に安田孝志委員を選出
（２）副委員長の指名

委員長が副委員長に和田清委員を指名。
（３）議事概要書署名委員の指名

委員長が署名委員として新家則之委員、大野栄治委員、小里育湖委員の３委員を
指名。

２ 平成２０年度のスケジュール等について
（１）市町村事業の再評価 について＊１

【審議内容】
市町村等の長から審議依頼のあった２３事業の再評価についても、本委員会にお
いて取り組むこととする。

（２）再評価 実施事業の概要について＊１

【審議内容】
Ｑ）再評価は、事業に着手しているものを対象としているのでしょうか。

また、再評価と再々評価の区分についてどのように分けているのでしょう
か。

Ａ）再評価は、事業期間としまして５年あるいは１０年を単位として評価して
いますが、事業によっては規模が大きく予定の期間に終わらなかった事業や
問題があって事業を中断せざるを得なかった場合に問題が解決された後、再
開する場合があります。
５年、１０年と評価する年が２回、３回と何回も重なった場合に再々評価

としております。
Ｑ）再評価は事業種毎に定められているのでしょうか。
Ａ）国の基準により事業毎に再評価の期間が定められています。
Ｑ）再評価は、採択から５年間を経過しても未着工のもの、または１０年を経
過しても事業が終わっていないもの。
再々評価は、それを２回以上繰り返している事業で、再々評価になってい

るものが結構問題があるものだと思っています。
Ａ）ご指摘のありましたように再評価は事業に着手していないものも対象とし
ております。
各事業の状況については、今後の委員会で報告させて頂きます。

【審議結果】
平成２０年度は、別表に揚げる４９箇所（県事業２６・市町村事業２３）の審議

を行うものとする。
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（３）事後評価 の実施について＊２

【審議内容】
審議箇所については、審議箇所選定の客観性及び透明性を確保するため、各担
当課で事業規模の最も大きい箇所を選定することとする。
【審議結果】
本委員会において、事後評価についても取り組むこととし、審議箇所は対象
１５事業のうち各事業課の代表箇所として以下の５箇所とする。

事 業 名 地 区 名 施行場所 事業課名

（路線名・河川名等）

農地整備課県営農林地一体開発整備ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業 本 谷 郡上市（旧：高鷲村）

治山課水源地域森林総合整備 丸 野 中津川市（旧：川上村）

道路建設課道路改築事業 多治見市一般国道２４８号

街路公園課公共街路事業・地方道路整備臨時交付金事業 大垣～一宮線 羽島市竹鼻
水道企業課高度浄水施設整備事業 可児市川合地内東部広域水道（可茂地域）

（４）緑資源幹線林道 の審議の承認について＊３

【審議内容】
Ｑ）岐阜県は、森林率が全国的に２番目に高い県であります。森林は、ＣＯ２
の削減に大きな役割を果たすものであります。
このような観点からも林道整備は、重要な事業だと思われます。

Ｑ）破産状態の林道を岐阜県が引き受けて将来的に採算性はあるのでしょうか。
現在、施工が途中となっている林道については、国が今後も施工する部分は
あるが、後は、県に宜しくでは、国や県の財政が厳しい中、財政がなおも圧
迫されることが懸念されます。
また、現在の林業の状況からも、ほとんどが外材輸入に頼っていることや、
国内の林業のコストから採算できると思われない。

Ｑ）今後の委員会の審議に入るうえでは、岐阜県として効果的に税金を使い林
道事業を行えるよう検討し委員会に諮られるようお願いします。

Ｑ）緑資源幹線林道について、実際、見に行かせて頂いたこともあります。
また、地元の方にもお話を伺ったことありますし地元市会議員も視察してい
ることは存じています。
その中で、大変立派な林道ではありますが、地元の林業者にとっては、法面
は高く、とても軽トラックを道脇に止めてすぐに山へ入っていくことは困難
です。
林業者にとっては、自動車道のようなものでは無く、山仕事が容易に行える
作業道を求めています。
緑資源幹線林道は他の道路事業とオーバーラップしていると思われる路線も
あるため考えて頂けなければと思います。
また林野庁も緑資源幹線林道に関する評価委員会を設けており議事録を拝見
させていただいたところ、岐阜県の緑資源幹線林道に関する審議も記載され
ております。この議事録の中に猛禽類に関する調査の必要性等が記載されて
おりましたが資料が膨大なため全て理解することが困難です。
このため、当委員会で審議するときには、林野庁の評価委員会の資料等の必
要な部分を抜き出して提供して頂きたい。

【審議結果】
緑資源幹線林道の事業全体の進め方をはじめ、継続箇所や未着手箇所に係る対

応方針を平成２０年度の本委員会での審議事項として承認する。



- 3 -

（５）現地調査の実施について
【審議結果】
次の４箇所について、現地調査を実施する。調査日は５月１６日（金）とする。

事業名・箇所名 調査場所
各務原市前渡西町① 流域下水道事業（木曽川右岸処理区）

連続立体交差事業 岐阜市加納②

県営広域営農団地農道整備事業 養老町有尾③

揖斐川町春日美束④ 緑資源幹線林道

（６）平成２０年度委員会の開催計画について
【審議結果】
以下の日程で委員会を開催する。
なお、事後評価については、１２～２月に委員会を開催し審議を行う。

開催日 会議概要
第２回委員会 ５月１６日（金） ○ 現地調査

第３回委員会 ６月 ３日（火） ○ 再評価詳細審議（市町村等事業）
１３：１５～ 森林整備課所管事業（２件）

河川課所管事業 （１件）
街路公園課所管事業（４件）

第４回委員会 ７月２３日（木） ○ 再評価詳細審議
１３：１５～ 森林整備課所管事業（５件）

治山課所管事業 （１件）
下水道課所管事業 （２件）

○ 緑資源幹線林道
森林整備課所管事業（１件）

第５回委員会 ８月 ５日（火） ○ 再評価詳細審議
１３：１５～ 農地整備課所管事業（４件）

森林整備課所管事業（６件）

第６回委員会 ８月２２日（金） ○ 再評価詳細審議
１３：１５～ 道路建設課所管事業（２件）

河川課所管事業 （３件）
＊４（うち１件報告案件）

砂防課所管事業 （１件）
街路公園課所管事業（１件）

第７回委員会 ９月 ５日（金） ○ 再評価詳細審議（市町村等事業）
１３：１５～ 下水道課所管事業 （１４件）

街路公園課所管事業 （１件）

第８回委員会 12～２月頃 ○ 事後評価
５箇所の審議を実施本日選定した

○ 再評価詳細審議
＊４河川課所管事業報告（２件）

○閉会のあいさつ（古田建設技術企画監）
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○委員会の様子

＊１ (再評価)
事業の採択後一定期間を経過した後も着工されていない事業、事業の採択後既に
長期間が経過している事業の評価。

＊２ (事後評価)
事業完了後（暫定供用後を含む）１年間を経過した大規模な事業の評価。
但し、河川事業等、事業効果が現れるまで期間を要する事業については５年経過
後に評価する。

＊３ (緑資源幹線林道)
その他委員長が必要と認める事務

＊４ 第６、８回委員会の河川課所管事業は、岐阜県事業評価監視委員会運営要領第２
の４に基づく河川整備計画策定による報告。
【 】岐阜県事業評価監視委員会運営要領（抜粋）

第２ 委員会の会議の運営に関する事項

４ 河川整備計画の策定・変更の手続きによる場合の取扱

河川事業、ダム事業については、河川整備計画の策定・変更の際、学識経験者等か

ら構成される委員会等（以下「流域委員会等」という。）が設置されている場合は、

本委員会に代えて、当該流域委員会等において審議を行うものとし、その審議結果に

ついて、本委員会に報告するものとする。


